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Present methods for mobile service navigation have proven insufficient to guide users efficiently to the mobile internet 
services they need. To solve this problem, the authors have been investigating a task-oriented menu which enables users to 
search for services by “what they want to do” instead of by “name of category”. We discuss our framework especially from 
the view point of scalability. 

1. はじめに 
一般に情報の価値は，それが必要とされる状況において最も

高くなる．従って，情報サービスの提供者はサービスが必要とさ

れるコンテキストを分析し，どのような内容のサービスをどのよう

な状況で提供するかを検討することでサービス利用者の要求に

応えることが可能となる．  
一方，ｉモードサービスなどを利用してモバイルユーザが必要

な情報サービスを探索する場合を考えると，携帯電話の普及と

ともにモバイルサービスの利用者も非常に増えているにもかか

わらず，肝心のサービスはサービス領域(ドメイン)の名称で分類

されており，その提供の仕方はユーザの利用コンテキストを反

映しているとは言い難い．情報価値のコンテキスト依存性はサ

ービス提供者だけではなく，サービス利用者が必要な情報を探

索する際においても有効活用されるべきである．なぜなら，モバ

イルユーザが置かれたコンテキストはどのような情報が必要とさ

れているかを表しているからである．  
こうした背景の下，長沼らは現状のドメイン指向型で分類され

たメニューから脱却してモバイルユーザの状況を反映したメニュ

ーであるタスク指向型メニューを提唱した[Naganuma 05]．タスク

指向型メニューとはユーザが対峙している状況をキーにしてモ

バイルユーザを適切なサービスへと誘導し支援する仕組みであ

り，プロトタイプによる実験ではメニュー構造を理解していない

初心者ユーザであっても所望のサービスにより早く到達できるこ

とが示された． 
しかし長沼らのプロトタイプは限定された範囲，具体的にはテ

ーマパークでのユーザ行動を対象として構築されたユーザモデ

ルを参照していたため，支援できるユーザ行動の範囲が限定さ

れていた．さらに，ユーザモデル自体もガイドライン無しでアドホ

ックに作成されていたため，モデル構築者の技量に応じて粒度

にばらつきのあるものであった．モバイルサービスは非常に多

岐にわたるため，少人数で全てのユーザモデルを構築してサー

ビスに反映させることは不可能である．タスク指向型メニューに

基づくモバイルサービスを実現するためには，より広範囲の行

動を対象とするユーザモデル記述を支援する方式と，各サービ

ス事業者に対してモデル記述方式を技術移転することが必要

である．メニューの構成要素であるモバイルユーザの「状況」す

なわち，ユーザが日常生活でモバイルサービスを必要とする場

面を列挙することが可能となり，それを参照してメニュー構造お

よびサービス内容を分析，改良する枠組みが実現できると考え

られる．そして，タスク指向型メニューの実現のためには，その

手法はスケーラブルでなければならない． 
筆者らは，タスク指向型メニューの実現を目指しており，プロト

タイプを実規模に拡張するためのステップとして実規模サービ

スをモチーフとしたタスク指向型メニューの試作を進めている．

実際の試作に関する検討については[古谷 08]にて述べる．本

稿では，試作の前段階で行った提案枠組みとユーザモデル記

述方式に関する検討，特にスケーラビリティーに関する検討と，

ユーザモデル構築支援のためのオントロジー利用方式の提案

について説明する． 
以下，2.1 節から 2.4 節は，本研究枠組みとスケーラビリティ

ーに関する考察をまとめたものであり，より詳細な議論が[笹島

08]に掲載されている．また，2.5 節の OOPS モデルの実サービ

スに関するカバレージと実際のタスクメニュー試作に関する詳細

な説明は[古谷 08]にて述べる．2.6 節はオントロジーを利用した

ユーザモデル構築支援方式の提案である． 

2. タスク指向型メニュー実現への方針と課題 

2.1 実規模でのメニュー設計のための方針 
モバイルサービスの分野は，そのメニュー階層の複雑さに表

れているように多岐にわたるため，少人数でモバイルユーザ行

動を全て分析してタスク指向メニューによるサービスを実現する

ことは不可能である．そこで本研究ではユーザの行動を記述す

るための方式とそのバックボーンとなるスケーラビリティーのある
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オントロジーを構築し，ユーザを誘導するメニューの部分と，具

体的でドメイン依存性の強い個々のサービスとを分けて構築す

る方針を採っている． 
図 1 に消費者行動知識やモバイルサービスなど，様々な知

識を構築するためのフレームワークを示す．オントロジー設計者

は，消費者行動モデルの基盤となる日常行動としてのタスクの

オントロジーやドメインオントロジー，タスク実行時に発生する障

害(本研究では妨害事象と呼ぶ)などのモデルを構築する．モバ

イルメニュー設計者は，オントロジー設計者が構築したオントロ

ジーを参照し，オントロジー設計者と協力してユーザ状況を分

析するための OOPS モデル(次節参照)を構築する． 
次に，OOPS モデルに基づいてタスク指向型サービスの上位

メニューを設計し構築する．ここで上位メニューとは，モバイルサ

ービスを利用するユーザが最初にアクセスするページから，具

体的な個別のサービスに至る直前までの経路を指し，具体的な

サービスは含まない． 
モバイルサービス事業者は，オントロジー設計者とモバイルメ

ニュー設計者が構築したオントロジーや OOPS モデルを参照し，

各自の事業に応じて OOPS モデルを具体化する．例えば，「買

う」という日常行動としてのタスクモデルを元に，「デパートで買

い物をする」ユーザの OOPS モデルを構築し，デパートで買い

物をするユーザの状況を分析する．このように具体的なサービ

スのレベルについては，オントロジーと OOPS モデル構築方式

を技術移管された個々の事業者が行う． 
図１のモバイルメニュー設計者は，対象ドメインや日常行動と

してのタスクの具体例については多くの知見を持っているが，オ

ントロジー構築の知識は持っていない．両者が協力してモバイ

ルサービスを分析し，現状のドメイン指向型メニューを再編成す

る．また，OOPS モデル構築技術を移管されたモバイルサービ

ス事業者についても，必要であればオントロジー設計者やモバ

イルメニュー設計者が助言する．この際にオントロジーはモデル

記述者に対して体系的に定義された一般的な概念と，概念を

使う際の約束事(意味制約)を提供することにより，モデルの質を

一定に保つことに貢献する． 

2.2 OOPS モデル概要 
OOPS モデルはモバイルユーザの行動を，どのような妨害事

象に出会う可能性があるかも含めて表現するもので記述手順は

４ステップからなる．図 2 の記述例を用いて説明する． 
(Step1) モバイルユーザの行動（タスク）をモデル化する．「余暇

を楽しむ」といった大きな粒度の行動から記述し，タスクと達成

方式を交互に記述することで分解する．例えば「余暇を楽しむ」

タスクを達成する方式としては「旅行方式(図 2)」「スポーツ参加

方式」などいくつかある．さらに各方式を「移動する」「宿泊する」

「食事する」などより粒度の小さなサブタスクに分解する．次に，

分解されたサブタスクのそれぞれについて，それらを達成する

方式を記述する．例えばサブタスク「宿泊する」の達成方式とし

て「ホテルで宿泊方式」「キャンプ方式」などを記述する． 
(Step2) 記述されたタスクのそれぞれに対して，考えられる「妨

害事象」を記述する．例えば図 2 でホテル宿泊方式を達成する

ためのサブタスク「予約を取る」について，予約の電話番号が分

からない，ホテルが満室，などが妨害事象として考えられる．  
(Step3) 妨害事象のそれぞれに対して，あらかじめ発生を防止

したり発生したときに対処したりするタスクのモデルを記述する．

例えば「ホテルが満室」という妨害事象に対して，それを防止す

るタスクとして「事前に予約する」を，その発生に 対処するタスク

のモデルとして「ホテルを変える」を記述する． 
(Step4) 妨害事象発生を防止あるいは解決するタスクのそれぞ

れに対して，その達成方式のモデルを記述する．例えば図 2 で，

ホテルの電話番号が分からないので調べる，というタスクについ

て，「ネットで調べる方式」「電話番号案内で調べる方式」などを

記述する． 
タスクと達成方式を明示的に分離して記述することで，提案

方式は状況依存性の強いタスク達成方式を一般化して分類す

ることに貢献する．通常のタスク，妨害事象防止タスク，対処タス

クとユーザの状況に応じて呼び名は変わるが，いずれの解決方

式も共通であることが OOPS モデルから見て取れる．方式概念

だけを独立に収集して分類することは難しいが，OOPS モデル

を利用すれば共通のものは再利用できるため，提案方式はタス

ク達成方式概念の分類にも貢献する． 
OOPS モデルの他の特徴としては，モバイルサービスのユー

ザがどのような行動をしてどのような問題に直面し，そしてどのよ

うな方法でそれらの問題を解決するかというモデルがオントロジ

ー構築の専門家でなくとも直観的に見て取れるようになっている．

よって，オントロジー設計者とサービスプロバイダは，このモデル

を介してお互いの専門知識を補完することができる．さらに，前

述したとおりモバイルサービスがもっとも役立つのは，ユーザが

タスク実行中に問題に直面した場面であって，本研究の提案方

式はそうした場面をモデル記述する能力を備えている． 

2.3 スケーラビリティーに関する考察  
長沼らによるタスク指向型メニューのプロトタイプ[Naganuma 

05]は限定された場面を想定して作成したユーザモデルに基づ

くものであり，テーマパーク，デパート，病院といった典型的な場

所における行動のみを対象にユーザモデルを構築している．本

研究の目標はこのプロトタイプを実タスクの規模までに拡張する

ことであり，そのためには第一にユーザの「状況」を一般性のあ

る範囲で数えあげてメニューの形にしなければならない．すな

わちスケーラビリティーに関する考察が必要である． 
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本研究において，スケーラビリティーの課題は具体的に 3 種

類ある．(1)モバイルサービスの対象領域の広さへの対応(2)ユ
ーザの行為をどこまで詳細に分解するか(3)OOPS モデルのカ

バレージ，である． 
はじめに，(1)対象領域の広さへの対応について説明する．

一般に領域(ドメイン)の種類は膨大であり，全てをカバーするこ

とは困難である．更に，ドメイン概念は個別的であり，事例を集

めることは難しくないが適切に一般化することも困難である．例

えば洋服を買う場面に限定したとしても売り手と買い手，商品デ

ザイン，購入目的など領域の概念の捉えかたは非常に多岐に図2 OOPSモデルの例 
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わたり，どの軸を中心に一般化するかは難しい．しかし，我々は

ドメインではなくタスクを対象としている．問題解決としてのタスク

の概念は，エキスパートシステムの研究で明らかにされているよ

うに，計画，診断，設計などの限られた数の種類しかない事に

加えて，一般化することがそれほど困難ではない．誰がどこでど

のようなデザインの洋服を購入するとしても（更に，車でも切符

であっても），「買う」という日常行動としてのタスクは共通である． 
筆者らは問題解決としてのタスクオントロジーの研究を過去に

行っており，本研究ではその成果を応用してオントロジーを構

築する．また，ドメイン概念やタスク達成方式概念のオントロジー

については，Activity First Method(AFM)[Mizoguchi 95]に従い，

日常行動としてのタスク概念の定義に必要な抽象レベルにおけ

る概念だけを対象として構築する．さらに，モバイルサービスの

専門家と語彙についての検討を行い，不足する語彙の補完を

行う．また，さらに詳細な領域依存の知識についてはオントロジ

ーと記述支援枠組みを技術移管してモバイルサービス事業者

に構築を委ねる．AFM の利用で上位メニュー構造を分析する

ために必要なドメインオントロジーは構築出来ると考えられる． 
また，全てのモバイルサービスをタスク指向型メニューだけで

提供することが最善とは考えていない．例えば「買う」という日常

行動としてのタスクを考えた場合，買い物の対象となる品目をす

べてメニューの形に展開することは非現実的である．モバイル

サービスのユーザビリティを高めることが第一の目標であり，タス

ク指向型メニューである程度の誘導は行いつつどうしても必要

なメニューについては GPS から位置情報を得てユーザの状況

を絞り込んだり，ドメイン指向型の分類や検索エンジンを併用し

たりすることも考えている． 
次に, (2)ユーザの行為をどこまで詳細に分解するかという点

について説明する．具体的なサービスレベルのタスク指向型へ

の変更をモバイルサービス事業者に技術移転する提案方式は，

モバイルユーザの行動をどこまで詳細に記述すべきかのガイド

ラインを与える．例えば電車の切符を買うために財布を取り出す，

そのためにハンドバックを開けるといった動作をモデル記述する

ことは可能であるが，モバイルサービスがそのような行為を支援

するとは考えにくい．即ち，行動モデルの粒度は，存在するモ

バイルサービスが必要とする粒度に従って決定される．オントロ

ジーを含めた技術移転を行い，実際のモバイルサービスに関

するフィードバックを事業者から受けることでオントロジーを過剰

に細かく定義する無駄な作業が不要になる． 
最後に, (3)OOPS モデルのカバレージについて説明する．

OOPS モデル記述方式は，ユーザが日常生活でモバイルサー

ビスを必要とする状況を記述するものでなければならない．モバ

イルサービスが役立つのはユーザが問題に対峙した状況であり，

その状況の原因となる事象を本研究では妨害事象と呼ぶ．例え

ば商品を買うときに手持ちの現金が足りないという事象は妨害

事象である．後述する OOPS モデルは，ユーザの日常行動とし

てのタスクモデルとその実行時に対峙する可能性のある妨害事

象とそれに対する対処法を明示的に記述する．妨害事象につ

いてもオントロジーを構築するが，モバイルユーザのタスク実行

に対する妨害事象を抽象化すれば，4.1.7 節で後述するように，

タスクの初期条件が整わずにタスクを実行できないかタスク実行

の結果が不満足であるかのどちらかである．筆者らは人工物の

機能オントロジーを構築する研究において，故障のオントロジー

構築と実際の系への適用を行っている．モバイルユーザの妨害

事象は故障に対応し，対処法は故障の修理法に対応付けるこ

とによって，故障オントロジーに倣ってオントロジーを構築する．

妨害事象についてもタスクオントロジーと同様に，領域依存の細

かいレベルについてはオントロジー構築を行わず，抽象的な概

念定義をモバイルサービス事業者に提供し，その具体化は彼ら

に委ねる．例えば「タスク実行の結果が不満である」という妨害

事象と対処法として「我慢する」「別の候補を選択する」をオント

ロジーとして用意しておき，個々のサービスにおけるユーザの

不満と解消法を OOPS モデルで分析するために妨害事象を

「洋服の種類が少ない」対処法をそれぞれ「価格で妥協して選

ぶ」「違う洋服屋に移動する」のように領域依存の妨害事象を記

述することはモバイルサービス事業者に委ねる．  

2.4 モバイルサービスと問題解決との違い 
図 2 で見られたように，本研究におけるユーザモデルとタスク

指向型メニューはユーザの問題解決手順を階層的に分解して

ユーザに提示するため，計画問題の研究分野における階層的

プランニングモデル[Kambhampati 97]と似ているが，本質的に

異なっている．モバイルサービスはモバイルユーザの問題解決

のために情報を提供するが，その内容は従来のエキスパートシ

ステム研究が対象としたような計画の問題や，診断，設計，解釈，

教育，制御，意思決定，コンサルテーションなどの問題解決シス

テムが導出する解答（提供する情報）とは異なる．モバイルサー

ビスが提供する情報は問題に対する解ではなく，情報を取捨選

択して実際に判断して問題解決するのはモバイルユーザである．

つまりモバイルサービスは，問題解決の特定の段階で必要な情

報あるいは情報源がどこにあるかをユーザに提供すればよく，

それぞれの情報を評価したりそれに基づく判断をしたりする必

要は無い．上述のような従来のエキスパートシステム研究が取り

扱ってきた問題解決においては，解の探索空間を構築すること

よりも入力された情報をどのように評価し探索空間のどこに向か

って次の探索を進めるか意思決定を行う部分をモデル化するこ

とが困難であったが，モバイルサービスにはその困難さは無い． 
タスク指向型メニューに基づくモバイルサービスの実現とは，

抽象化すれば，モバイルユーザが問題解決を行う際の解の探

索空間をメニューの形で構築することであり，ユーザが日常生

活で問題に出会う状況とその問題解決のためにとるべき手段を

分析してメニューの形にすればよい．その手段で得た情報をど

のように評価して問題解決すべきかといった領域に強く依存す

る知識については網羅的にモデル化する必要は無い． 

2.5 OOPS モデルの実サービスに対するカバレージ 
筆者らが行った評価実験[笹島 08]の結果，提案方式である

OOPS モデルは,モバイルユーザが出会う可能性のある問題(妨
害事象)とその解決手段(防止，対処タスク)をモデル記述者によ

り多く想起させることが分かっている．そこで，移動や消費など

一般的な消費者行動の大部分を含む「旅行」をモチーフとして

OOPS モデルを記述し，合計で 391 タスクモデル，346 方式モ

デルと 112 妨害モデルを見出し，オントロジーに反映させている．  
この OOPS モデルに現れた行動が，実サービスが想定して

いるユーザ行動をどの程度カバーしているかを，NTT DoCoMo
が提供する i-mode サービスの公式サイト約 5,000(2004 年度)か
ら着信メロディなど「エンターテイメント」のサイトを除いた 2,732
の公式サイト(サービスの総和は 9,162)と比較して分析した．そ

の結果，9,162 サービスのうち，上記の OOPS モデルに現れて

いない行動を想定したものは 199(2.17%)だけであった．この結

果から，上記の OOPS モデルは実サービスが想定している行動

をほぼ含んでいると考えられる．筆者らはこれらのユーザ行動を

再編成することで，実規模のタスク指向型モバイルサービスメニ

ューを試作した[古谷 08]． 
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2.6 OOPS モデルのテンプレート生成の枠組み 
筆者らは現在，オントロジーを利用して OOPS ユーザモデル

のテンプレートを生成する枠組みを検討している．タスク概念の

それぞれにタスク実行に伴う妨害事象を記述し，妨害事象の概

念にはそれを解決あるいは防止するタスクを記述する．OOPS
モデル記述者がユーザ行動に該当するタスク概念を選択すると，

そのサブタスク，関連する妨害事象とその解決および防止タス

クをオントロジーから検索し，OOPS モデルのテンプレートを合

成することが可能である． 
例として「飲み会に参加する」行動の OOPS モデルを作る場

合を考える．「飲み会に参加する(Join a drinking party)」タスクは，

図 3(上)のように定義されている．「参加する(join)」の下位概念

であり，サブタスク(Subtask)として(会場に)移動する(Move)，パ

ーティーに参加する(Entry)，アルコールを飲む(Drink alcohol)，
起こりうる妨害事象 (Possible Obstacle)として疲れる (Become 
tired)，気分が悪くなる(Bad feeling)が定義されている． 

次に，気分が悪くなるという妨害事象は図 3(中)のように定義

されている．「気分が悪い」の場合，現在の状態(Current state)
は気持ちが悪い(Feel bad_2)，解決タスク(Solution task)が 2 つ

定義されており，医者に診てもらう(See doctor)，救急車を呼ぶ

(Call the ambulance)である．また，防止タスク(Prevention task)と
してはあらかじめ休憩しておく(Rest)，保険に加入しておく(Buy 
an insurance)などが定義されている． 

図 4 は，「飲み会に参加するタスクのサブタスクとタスク実行

に伴う妨害事象，およびそれらの解決・防止タスク」を，法造の

概念マップ生成ツール[廣田 08]を用いて表示した例である．飲

み会に参加するというタスクのサブタスクが左上部に，「気分が

悪くなる」という妨害事象(図 4 中央領域)については，解決タス

クとして医者に診てもらう，救急車を呼ぶなどの解決タスクがリン

クされ表示されている．さらに，解決タスクを実行する時に起き

得る妨害事象についてもリンクして表示している．例えば「医者

に診てもらう(See doctor)」というタスク概念定義には，「医者が不

在(Be absent)」という妨害事象が記述されており，マップ表示ツ

ールはこの関連を検出して図 4 右下のように表示している．「救

急 車 を 呼 ぶ (Call the ambulance) 」 に 対 す る 「 Service 
unavailable(救急サービスが利用できない)」も同様である． 

ユーザモデルテンプレートの生成のために，各タスク概念に

対して定義の見直しと詳細化，具体的にはスロットの追加を進

めている．原稿執筆時点でタスク概念の数は 251 であり，1 つの

概念あたりその概念レベルに固有のスロットを平均で 1.68 個加

えた形で定義されている．各概念は，その上位概念のスロットを

全て継承しているので，実際に各概念を定義するスロットの数

は，継承している全てのスロット数とその概念レベルに固有のス

ロットの和となる．参考までに，固有のスロット数が最も多い概念

は上位概念から 11 個のスロットを継承し，さらに 8 個のスロット

を固有に持つため，計 19 個のスロットで概念が定義されている．  

3. 今後の課題 
タスク指向型メニューの研究に関しては，本稿で述べたユー

ザモデル構築支援と，実際のメニューインタフェース改善[古谷

08]の 2 つの方向から引き続き検討を進めて行く予定である．  
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図4 「飲み会に参加する」OOPSモデルテンプレート 

図3 法造での概念定義例(上)飲み会に参加する(中)気分が
悪くなる(下)凡例 

- 4 - 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


